
１．はじめに

白峰村市ノ瀬は白山の登山拠点として初夏から秋

にかけて多くの人が訪れている。近年，この地域で

は吊り橋や休憩舎が設置されたり，岩屋俣谷園地の

観察路が整備されており，自然観察しながら気軽に

散策できるコースも多い。

しかしながら，岩屋俣谷園地遊歩道での昆虫に関

する調査報告はまだない。そこで筆者は，本地域の

地表性ゴミムシ類の種類相とその特徴を知るため

に，ピットフォールトラップ法による調査を行った

ので，その結果を報告する。

２．調査地域・調査時期・調査方法

調査は，白峰村市ノ瀬にある自然観察路（標高約
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８００m）に２ヶ所（A, B 地点）及び岩屋俣谷園地遊

歩道の標高９００m，１，０００m，１，１００m 地点に２ヶ所

ずつ（C－H 地点），計８ヶ所にピットフォールト

ラップを設置して実施した（図１）。トラップには

口径７cm のプラスティック製のコップを用い，コッ

プの開口部が地面と同じ高さになるように埋設し

た。コップはいずれの地点とも１０個ずつ埋設し，誘

引物質としてそのうちの５個にはすし酢を，５個に

はサナギ粉を入れた。トラップは２００２年７月３０日，８

月６日，８月１４日，８月２２日の４回設置し，その翌

日に採集されたゴミムシ類の回収を行った。

これらの採集結果から，Shannon-Wiener 関数を用

いて，地点ごとの種多様性 H’を以下のように算出

した（小林，１９９５参照）。

H’= Σpi・log２pi

ただし，pi は総個体数 N に対する種 i の個体数 n

の占める割合 ni /N を示し，Σpi＝１である。

また，各地点間の類似度を検討するために，Pianka

の α 指数を用いて，St. h 及び St. i 間の重複度を以

下のように算出した（小林，１９９５参照）。

Σphj・pij
α＝

（Σphj
２・Σpij

２）１／２

Σphj＝１，Σpij＝１

ただし，phj 及び pij はそれぞれ St. h 及び St. i に

おける種 j の個体数の割合である。

A，B 地点のある市ノ瀬自然観察路は市ノ瀬キャ

ンプ場から川の下流に向かって続く遊歩道でドロノ

キをはじめとするヤナギ類，ハンノキ類，サワグル

ミ，トチノキなどが多く，地表は主に砂質である。

岩屋俣谷園地遊歩道のうち，標高９００m 付近（C，D

地点）は比較的傾斜が強く，高木層にはサワグルミ

が多く，地表はその落葉で覆われており比較的湿潤

である。標高１，０００m 付近（E，F 地点）はスギ植林

地で，地表はその落枝や落葉が多い。標高１，１００m

付近（G，H 地点）はほぼブナだけからなる林で，

低木や草本はほとんどない。地表はブナの落葉で覆

われ，９００m，１，０００m 地点よりも乾燥している。

３．調査結果

表１ 採集種一覧

種 名 地 点 A B C D E F G H 総 出現
標 高 ８００m ８００m ９００m ９００m １，０００m１，０００m１，１００m１，１００m 個体数 地点数

Carabus maiyasanus Bates マヤサンオサムシ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ４ ６ ３

Leptocarabus procerulus（Chaudoir） クロナガオサムシ ０ ４ １ ２ ０ ８ ６ ５ ２６ ６

Trigonognatha cuprescens Motschulsky アカガネオオゴミムシ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ３ ２

Pterostichus yoritomus Bates ヨリトモナガゴミムシ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８ ９ ２

P. polygenus Bates ニッコウヒメナガゴミムシ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １

P. abaciformis Straneo ムナビロナガゴミムシ １ ０ ２ ２ ７ ５ ６ ７ ３０ ７

P. asymmetricus Bates ミズギワナガゴミムシ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １１ １１ １

Pristosia aeneola（Bates） ホソヒラタゴミムシ ０ ０ ０ ０ １ ２ ０ ２ ５ ３

Colpodes mutator Bates フクシマモリヒラタゴミムシ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １

Parabroscus crassipalpis（Bates） フトクチヒゲヒラタゴミムシ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ １ ３ ２

Synuchus cycloderus（Bates） クロツヤヒラタゴミムシ ９ １ ０ ０ ２ ０ １ ５ １８ ５

S. melantho（Bates） コクロツヤヒラタゴミムシ １３ ９ ２２ ２３ １６ ４６ １７ ３２ １７８ ８

S. congruus（Morawitz） ヒメクロツヤヒラタゴミムシ １ ０ ０ ０ ０ １ ２ ２ ６ ４

S. crocatus（Bates） シラハタツヤヒラタゴミムシ １３ １ １ ７ ０ ０ １ ０ ２３ ５

S. arcuaticollis（Motschulsky） マルガタツヤヒラタゴミムシ ２２ １５ ０ ４ １ ２ ３ １ ４８ ７

S. montanus（Lindroth） ミヤマツヤヒラタゴミムシ ０ ０ ０ １２ ２ ３ ６ ８ ３１ ５

S. callitheres（Bates） キアシツヤヒラタゴミムシ ２ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ２

Trichotichnus sp. ツヤゴモクムシ類の１種 ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ ３ ２

総個体数 ６２ ３４ ２６ ５３ ３２ ７０ ４３ ８８ ４０８

種 数 ８ ６ ４ ８ ９ ９ ９ １３ １８

H’ ２．３３ ２．０５ ０．８５ ２．３２ ２．２６ １．８４ ２．５７ ３．０２ ２．９４

＊表中の数値は採集個体数を示す．
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本調査では，１８種４０８個体のゴミムシ類が採集さ

れた（表１）。これらのうち，１５種３７３個体がナガゴ

ミムシ亜科 Pterosichinae で，総種数の８３．３％，総個

体数の９１．４％を占めていた。さらに，同亜科の中で

もツヤヒラタゴミムシ属 Synuchus が７種３１０個体，

ナガゴミムシ属 Pterostichus が４種５１個体と特に多

かった。最も多かった種はコクロツヤヒラタゴミム

シ S. melantho（１７８個体，全体の４３．６％）で，マル

ガタツヤヒラタゴミムシ S. arcuaticollis（４８個体，

全体の１１．８％），ミヤマツヤヒラタゴミムシ S. mon-

tanus（３１個体，全体の１１．８％）と同属の種がこれ

に続く。

今回の調査で最も多くの個体が採集された地点

は，H 地点で８８個体，最も少なかったのは C 地点

で２６個体であった。種数については，５つの地点で

８－９種が確認されたが，H 地点では１３種と最も多

く，逆に C 地点では４種と少なかった。一方，種

多様性指数 H’は，H 地点が３．０２，G 地点が２．５７と

標高１，１００m のブナ林２地点で最も高く，C 地点が

０．８５と他地点に比べて極めて低い他は，いずれの地

点も比較的近い値となった。

出現種のうち全地点で採集されたのはコクロツヤ

ヒラタゴミムシ，７地点で採集されたのはムナビロ

ナガゴミムシ P. abaciformis 及びマルガタツヤヒラ

タゴミムシで，１地点でだけ採集された種はニッコ

ウヒメナガゴミムシ P. polygenus，ミズギワナガゴ

ミムシ P. asymmetricus，フクシマモリヒラタゴミム

シ Colpodes mutator の３種であった。マヤサンオサ

ムシ C. maiyasanus は F，G，H の標高の高い３地

点で確認された。また，ヨリトモナガゴミムシ P.

yoritomus は全個体数の８８％が，ミズギワナガゴミ

ムシはすべての個体が H 地点で採集された。さら

に，ホソヒラタゴミムシ P. aeneola，ミヤマツヤヒ

ラタゴミムシも標高の高い地域でより多く採集され

ていた。これに対して，キアシツヤヒラタゴミムシ

S. callitheres は最も低い A,B 地点でだけ採集され，

シラハタクロツヤヒラタゴミムシ S. crocatus は標

高の低い地域でより多く採集される傾向があった。

誘引物質による採集個体数は，全体ですし酢１６８

個体，サナギ粉２４０個体であった。採集個体数上位

６種については，クロナガオサムシ L. procerulus だ

けがサナギ粉よりもすし酢で多く採集され，他の５

種はサナギ粉でより多く採集された（図２）。これ

ら以外の種でもほとんどがサナギ粉でより多く採集

されるか，両誘引物質の間での採集個体数の差がな

かった。

４．考 察

市ノ瀬地域の地表性ゴミムシ相の特徴

市ノ瀬の地表性ゴミムシ類の亜科内の種数割合及

びナガゴミムシ亜科 Pterostichinae 属内の種数割合

を石川県河内村福岡（富樫・杉江，１９９４），同金沢

市平栗（富樫・橋本，１９９４），同押水町沢川（富樫・

杉江，１９９５），白峰村ナナコバ谷（富樫ら，１９９２）

での調査結果と合わせて図３及び図４に示す。これ

らのうち，河内村，金沢市，押水町の調査地は標高

２００－４００m の低山地の広葉樹林内及びその林縁

で，白峰村の調査地は山間部にある出作りの焼畑で

ある。図によると，ナナコバ谷を除くいずれの地域

図２ ２種のベイトによる採集率
グラフ内の数値は採集個体数を表す．
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図３ ゴミムシ類の種数割合（他地域との比較）
１）富樫・杉江．１９９４，１９８９年５－１０月調査，
２）富樫・橋本．１９９４，１９９３年５－１０月調査，
３）富樫・杉江．１９９５，１９９０年５－９月調査，
４）富樫他．１９９２，１９９１年８－９月調査．

１）から４）はいずれも無餌ピットフォールトラップ．

図４ ナガゴミムシ亜科の種数割合（他地域との比較）
１）富樫・杉江．１９９４，１９８９年５－１０月調査，
２）富樫・橋本．１９９４，１９９３年５－１０月調査，
３）富樫・杉江．１９９５，１９９０年５－９月調査，
４）富樫他．１９９２，１９９１年８－９月調査．

１）から４）はいずれも無餌ピットフォールトラップ．
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ともナガゴミムシ亜科の種数割合が最も高く，ゴモ

クムシ亜科 Harpalinae 及びアオゴミムシ亜科 Calis-

tinae の種数割合が低い。中でも，本地域と河内村

福岡は，ナガゴミムシ亜科の割合が他の地域より高

く，ゴモクムシ亜科及びアオゴミムシ亜科の割合が

他の地域より低いなど類似した亜科構成をしてい

た。一方，ナガゴミムシ亜科の属構成について，市

ノ瀬地区は他の地区よりもナガゴミムシ属の種数割

合が低く，ツヤヒラタゴミムシ属の種数割合が高

かった。

これらの特徴は，高度別の種数割合からも明らか

である。平松（未発表）による白山の高度ごとの地

表性ゴミムシ類の亜科ごとの種数割合及びナガゴミ

ムシ亜科の属ごとの種数割合を図５，図６に示す。

本調査結果は市ノ瀬地区の含まれる標高８００－１，５００

m や，１，５００－２，１００m の種数割合と類似している。

また，ナガゴミムシ亜科内の種数割合も，標高８００

－１，５００m のそれと最も類似しており，高度上昇に

つれてその違いが大きくなっていた。

これらの種数割合の違いは，誘引物質の有無を始

図５ ゴミムシ類の種数割合（白山の高度帯との比較）
５）平松．未発表，１９９７－２００１年調査．

図６ ナガゴミムシ亜科の種数割合
（白山の高度帯との比較）

５）平松．未発表，１９９７－２００１調査．

平松：白峰村市ノ瀬における地表性ゴミムシ類の種類相
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めとする調査方法の違いが原因の一つと考えられ

る。しかしながら，市ノ瀬地区の地表性ゴミムシ類

は，県内山地帯の地表性ゴミムシ類と種数割合は似

ているものの，亜高山帯，高山帯のゴミムシ類のそ

れとは異なっていた。したがって，市ノ瀬をはじめ

とする山地帯の林内における地表性ゴミムシ類は，

ナガゴミムシ亜科の種数割合が高く，中でもツヤヒ

ラタゴミムシ属の種数割合が高いという特徴を持っ

ているということができる。

さらに，同じ白峰村山間部であっても，ナナコバ

谷ではゴモクムシ亜科やアオゴミムシ亜科の種数割

合が高いことや，ツヤヒラタゴミムシ属が出現しな

いことなど種構成が大きく異なっている（図３，図

４）。このことは，これら２地域が比較的近い地域

であっても，森林と畑地という全く異なった環境で

あることによると考えられる。

本調査との共通種は表２に示すように，金沢市９

種，河内村７種で，押水町では５種であった（表２）。

また，いずれの地点とも，マヤサンオサムシ，クロ

ナガオサムシ，アカガネオオゴミムシ T. cupres-

cens，ムナビロナガゴミムシが採集されている。こ

れらの種は県内では広い範囲で記録されており（高

羽，１９９８），低山地からブナ帯を含めて広く分布す

る種と考えられる。一方，ツヤヒラタゴミムシ属は，

これら３地域ともに共通して出現する種がいなかっ

た。特に，ミヤマツヤヒラタゴミムシ，シラハタツ

ヤヒラタゴミムシはこれまでに白山ろくでしか記録

されておらず（高羽，１９９８），さらにヒメクロツヤ

ヒラタゴミムシ S. congruus はこれまでに県内での

記録がなかったことから，この地域の特徴を表して

いる種の一つであると言うことができる。

調査地点ごとの特徴

今回の調査では，個体数，種数，多様性指数とも

H 地点が最も高く，C 地点が最も低かったが，それ

ぞれの環境や標高の違いによる一定の傾向は見出さ

れなかった（表１）。ただし，多様性指数について

は他環境に比べてブナ林内の２地点が高かった。

石谷（１９９９）は，近接した常緑広葉樹林，落葉広

葉樹林，アカマツ林，常緑広葉樹林の伐採跡地でゴ

ミムシ相の調査を行い，いずれの地点とも同様な種

構成で，森林性種と樹種の間に特定な関係を見いだ

せなかったことを報告している。岩屋俣谷園地で

も，それぞれの調査地点で優占している高木層の樹

種がサワグルミ，スギ，ブナと異なっていたが，園

地内の６地点間相互の類似度は，表３に示すように

いずれも０．８以上の高い値であった。このように樹

種が異なっても，それぞれの種構成に大きな変化が

なかったのは，これらの地域が比較的近接している

こと，樹種は異なっても同じ林内であるということ

に加えて，いずれの地点とも地表面が落葉に覆わ

れ，その下部は落葉が分解してできた土壌から成

り，ゴミムシ類の生息環境として類似していること

が影響しているためと考えられる。ただし，H 地点

だけで採集されたミズギワナガゴミムシのように，

決まった植生や標高で出現する種も存在するようで

ある。

また，市ノ瀬観察路内の A,B 地点相互の類似度

表２ 市ノ瀬との共通種

種 名 金沢市 河内村 押水町
平栗１） 福岡２） 宝達山３）

C. maiyasanus マヤサンオサムシ ○ ○ ○

L. procerulus クロナガオサムシ ○ ○ ○

T. cuprescens アカガネオオゴミムシ ○ ○ ○

P. yoritomus ヨリトモナガゴミムシ ○ ○

P. polygenus ニッコウヒメナガゴミムシ ○

P. abaciformis ムナビロナガゴミムシ ○ ○ ○

P. crassipalpis フトクチヒゲヒラタゴミムシ ○

S. cycloderus クロツヤヒラタゴミムシ ○

S. melantho コクロツヤヒラタゴミムシ ○ ○

S. crocatus シラハタツヤヒラタゴミムシ ○

S. arcuaticollis マルガタツヤヒラタゴミムシ ○

合 計 ９ ７ ５

１）富樫・橋本．１９９４．
２）富樫・杉江．１９９４．
３）富樫・杉江．１９９５．
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が０．８５８と高かったことも，両地点がほぼ同じ環境

であるためと考えられる。

一方，市ノ瀬遊歩道 A,B 地点と岩屋俣谷園地 C

－H 地点の間の類似度はすべて０．４－０．６の範囲内と

低い値で，両地域のゴミムシ相が大きく異なってい

た。また，市ノ瀬遊歩道だけで採集されたキアシツ

ヤヒラタゴミムシや，逆にこの地点では記録されな

かったミヤマツヤヒラタゴミムシのような種も存在

する。市ノ瀬遊歩道は河原に近く，地表が砂質であ

るなど，岩屋俣谷園地とはかなり異なった環境であ

る。このような環境の違いが両地域のゴミムシ相の

違いに影響していると考えられる。
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表３ 地点間の類似度

B C D E F G H

０．８５８ ０．４５１ ０．５８１ ０．４７４ ０．４５５ ０．５１７ ０．４４３ A

０．４９７ ０．５５８ ０．４９０ ０．５４７ ０．５９８ ０．４７５ B

０．８５６ ０．９２７ ０．９８６ ０．８７４ ０．８７２ C

０．８３９ ０．８７４ ０．９０９ ０．８４０ D

０．９２８ ０．９１３ ０．８８７ E

０．９２５ ０．８９６ F

０．８９４ G

＊太数字は，地点間の類似度が０．８以上であることを示す。
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